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懲霊
固十交通大臣賞

アイランドシティ中央公園

「ぐりんぐりん」

環境大臣賞

東品川屋卜塵閲

固十蚕通大臣賞

都市型庭園｢アグリス成城」
環境大臣賞

三木総合防災公園屋内テニス場
ビーンズドーム

同士蚕通大臣賞
THECENTERTOKYO

オーパルガーデン

■技術評価分科会

特殊緑化に関わる技術や効果の検証を行い､その評価方

法の検討や啓蒙活動を行っている分科会です｡これまでの

成果では､薄層屋上緑化技術について､その積載荷重の測

定方法について統一した方法論を確立し､標準仕様として

の検討報告を2009年日本緑化工学会で発表しました。

また､屋上緑化による二酸化炭素のストック量について､様々

な形態の屋上緑化で測定を行い､その結果をまとめました。

現在は、「屋上や壁面緑化による効果･効用｣について､分か

り易い一般向け冊子を作成しています｡今後広く啓蒙活動

を行ってゆく予定です。

蕊翼篭篭鍵
環境大臣賞

深大寺レジデンス武蔵野テララ
瀞＝一一二．■

屋上緑化基盤における積載重量比較試験状況

塾
戸÷＝も 垂一匡帝余

I＝I-l-Zx冒皿八崖旦

トレッサ横浜･北棟

アクロス福岡での炭素ストック量調査状況

■技術･‘盾報分科会

特殊緑化に関する技術情報の収集､会員や一般人を対象

とした公開セミナーの開催､特殊緑化に関する国際交流な

どの事業を実施している分科会です｡毎年､春には会員企

業の行った特殊緑化や都市緑化に関する技術開発､施工事

例の報告会である｢特殊緑化共同研究会技術発表会｣を実

唾環境大臣賞

謝璽-t学園120周年記念館
室薯

細
。 ：謬り

施(平成23年度は､12件の技術発表があった)。また秋には、技術発表会の様子

学界との研究を通しての交流を図るために､特殊緑化に関する若手研究者をお招きしての､研究論文

発表会と懇親会である｢特殊緑化技術に関する研究発表会｣を実施しています(平成23年度は､8大学

から10件の研究論文の発表を頂いた)。今後も､各種の発表会を通じての会員の技術研鎖と親睦､特殊

緑化研究に取り組む学界との交流の推進を図るとともに､国際シンポジウムなど海外の特殊緑化に関

する技術交流の企画を検討準備中です。

■技術研修分科会

会員ならびに希望参加者を対象に､特殊緑化技術の習得

と向上を目的として､各種の技術研修会を企画･実施してい

る分科会です｡特に､若手技術者の育成を目的とした、レポ

ート提出義務付きの特殊緑化事例見学会の実施と､会員相

互の最新技術の勉強会や著名な先生方による講演会なども

行っています。これまでに、13回の事例見学会、5回の若手

第13回特殊緑化共同研究会見学会2011

（大橋ジャンクション-おおはし里の杜）

技術者講習会を開催しています
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園士密通大臣賞

アクロス福岡ステップガーデン

環境大臣賞
アーベインビオ川崎1号棟

議蕊
日本詮》角勃I刻江頁

.－.．．画一b一

東京交通会館有楽町コリーヌ

－－』二写.‐.､為

－，－，ーⅡ一一

’五'三r父皿太田貢

所沢市東部クリーンセンター
プラットホーム屋上

圃士蚕通大臣賞

名古屋市千棚文化小劇場(ちくさ座

蕊麓
環境大臣賞

東京ガス株式会社
環境エネルギー館

日本経済新聞社賞

ドリーマーベルファーレ松山
「錘の鴫る社」

環境大臣賞
けやきひろば

国士交通大臣賞
オルトヨコ八マ

■特殊緑化共同研究会とは

平成2年11月､大阪花博の継承を契機に発足した財団法人都市緑化技術開発機構(現都市緑化機構）

は､地球規模での環境のあり方に都市サイドから対応するための技術として､特殊緑化技術の重要性に

ついて認識し､その技術開発のために､翌平成3年に､特殊緑化技術開発研究会(官民連帯共同研究）

を発足させました｡平成6年4月に特殊緑化共同研究会に改組し､今日に至るまで､様々な活動を続けて

おります。

特殊緑化共同研究会は､財団法人都市緑化機機に事務局を置き､ゼネコンや造園コンサルタント､造

園建設業や装置･資材メーカー等の民間企業数十社が共同で､特殊緑化の普及啓発や技術開発活動を

行っています。

特殊緑化とは､従来緑化が困難とされてきた屋上(人工地盤を含む)･壁面･屋内､等の｢人工的に創

出され､人為的な工夫がなくては植物の健全な生育が望めない空間を､求められる機能や意匠に応じ

て緑化｣するための技術です｡私達は､特殊緑化を推進することにより、美しく安らぎと潤いのある緑豊

かな都市づくりに貢献することを目的としています。

■活動の柱

●特殊緑化の普及啓発

特殊緑化による効果や特殊緑化技術等に関する情報の社会への発信

●特殊緑化に関する技術開発

計画･設計･施工･維持管理等に関する技術や必要とされる各種装置の開発

●技術交流

民間事業者･行政担当者･関連技術者･海外関連団体等との技術交流

●次世代技術者養成

学会の若手研究者や業界の若手技術者等による技術発表会や技術研修会の開篭

■活動と成果

●出版

新･緑空間シリーズ､Q&Aシリーズ､各種てびき等の発行

●設計施工･効果計測等(先導的事例）

国営公園や公的施設の屋上緑化や壁面緑化､各種緑化

イベントにおける展示､など

●研究報告等

普及や技術開発等に係る個別課題に関する研究と報告

●イベント等

講演会､シンポジウム､セミナー､事例見学会等の開催

●提案･提言

政策提言､特殊緑化に関するプロジェクト提案､など

●海外調査･国際交流

日韓シンポジウム､海外の緑化･政策事例調査､など

国士交通省屋卜庵園

|蝿緬に熱鯛爆睡耀鯖する'-,‘．，
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ー

＝‘＝

肉｡一一●

国際講演会
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錨
国土交通大臣賞

ｵー ﾁｬー ドプﾗザ／ｵー ベﾙグﾗﾝデｨｵ
駐車場棟犀_卜愚化施設

国土交通大臣賞
東京プリンスホテル

パークタワー芝公園

環境大臣賞

若松総合事務所
サービスビル屋上緑化施設

環境大臣賞
下北沢成徳高等学校

国十蚕迩大臣賞
nm－■…』里Lへ 空けロハ－

1劃出へ手癖ロテ圭云 ; 2 畳

メディアパーク東風館(りんぷうかん

共同研究会の具体的な活動は､以下のような分科会活動として展開しています．

■交通インフラ緑化分科会

これまで培ってきた屋上･壁面緑化技術を、「駐車場｣という未開発の

市場に応用展開してゆくことを目的として､研究･開発を行っている分科

会です｡これまでの成果としては､2008年に｢駐車場緑化の手引き｣とし

て緑の駐車場構想を発表し､これを機に､駐車場緑化に特化した研究を

進めています｡近年では、日本プレハブ駐車場工業会と今後の駐車場緑

化のあり方について共同研究を展開し､「プレハブ駐車場｣に特化した緑

化の手引書を作成しました。

また､防災対応のモデル駐車場として､震災時の避難所となりうる駐

車場の整備を提案しています｡防災倉庫を備え､非常時に必要な水や食

糧､テント等を備えます。日常的には太陽光や雨水等自然エネルギーの

活用をおこない､停電断水に備えることができるものとします。

環境大臣賞

グリーンプラザひばりヶ丘南

F散の駐車場

護 霊
鰯皇国土交通大臣賞

新浦安駅前プラザ「マーレ」
可1

画I2Aqu迄脳負画句■■
ロ竺曽11例■郡負企

n蕊
環境大臣賞

大岐阜ビル

■緑化技術分科会

各種の特殊緑化技術について､主に実務実験を主体にしながら､技術

開発や研究を行っている分科会です。当初は壁面緑化技術を中心に、

技術検証を行ってきましたが､近年では緑化技術全般に領域を広げ始

めています｡これまでの成果では､壁面傾斜屋根緑化技術実験の結果を

｢超軽量工場緑化屋根システムの開発｣として建築学会技術報告と新聞

紙上に発表(2009年)しました｡また｢都市景観形成のための壁面緑化計

画時における留意点｣として建築学会技術報告(2010年)に掲載していま

す｡現在は､つる植物による壁面緑化における適正な土壊量について実

地試験を実施しています(2010年6月～)。
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蕊》
陸Iエ父皿大星鈍

なんばパークス商業棟醇ニ
パークスガーデン

日本経済新聞社賞

暗海アイランドトリトンスクエア
花のテラス･線のテラス

日本経済新聞社賞

大同生命江坂ビルアトリウム

環境大臣賞

三井住友海上駿河台ビル
犀1-底間

畷境大臣賞

東京二十三区清掃一部事務組合

板橋清掃工場

畷
■刊行物の紹介

●新･緑空間シリーズ

鋤ｒ
‐

NEO-GREEN
SPACEDESIGN

国士蚕通大臣賞

二番町ガーデン
NEO-GREEN

qj
画 一

寵蕊
彪

環境大臣賞

上汐北公園コーポラティブ八ウ
何風居

●てびき●Q&Aシリーズ

縄 蕊
NE｡<&RFEN
1弧rRIl職I⑥H

9hnや…史11犀

_塑旦重週璽上Ll--

屋上

緑化の

Q&A

環境共生晴代の都市録化技術

屋上･壁面縄化技術のてびき

環境大臣賞

横浜大さん橋国際客船ターミナル
屋上デッキ

冒墾杢堅gー”■■衝
~合言ご皇二三＝風さ

■■一剣＝

首■●邑寅巧舘再劃汚諏■■
dgzふみ仏士壌如亜乙ecE＝昔

■日本造園学会特別賞受賞

特殊緑化共同研究会は､特殊緑化技術の梨明期から今日までの特殊緑化技術の研究開発とその普

及活動についての功績が認められ､2011年5月に｢II本造園学会特別賞｣を受賞しました｡共同研究会

の研究テーマは､特殊緑化技術の効果の定量化から､特殊緑化技術の評価､現場で必要となる具体的

な仕様などを明らかにするための実験など､多岐にわたります｡それらの成果の多くは､書籍等の形で

一般の人々に公開され､特殊緑化技術の普及啓発のために用いられています。

こうした特殊緑化技術の普及啓発活動は､2001年度の国土交通大臣表彰(都市緑化功労賞)の受賞

対象にもなりました。

また､こうした研究の他にも､韓国を始めとした国際的な技術交流や､国内の若手技術者や研究者の

育成､先進的なモデルの作成や展示など､'!隔広

い活動を行っており､特殊緑化共|司研究会の受

賞理由は、こうした幅広い研究･開発活動と我

が国の屋上･壁面緑化等､特殊緑化技術の普

及啓発活動において果たした功績を評価され

鴛塞皇蹴：金壁

野弓逐
＝

緑化施設擬蝿噸の手昨
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2003年

平成15年度
2008年

平成;20年度
2009年

平成21年度

－

－＝一一一

●新･緑空間デザ可iﾝ④設計･施工マニュアル(平成16年4月）

･迩築コスト情報べの執謹

●知っておきたい屋上緑化のiQSA(平歳15年12月 ●屋上鼠化Q&A改訂

●知っておきたい壁面緑化のQ＆A(平成18年6月 ●､上胤化Q&A繭、
－

(平成！ 年11月）｜●緑化施股整伽計画の手引き（平成1鼻年9月） ｜･駐車場緑化の手弓||き

・駐車堀緑化パﾝ北ツト(案）｜･自転車駐輪場緑化パﾝﾌﾚｯﾄ｜

e本遡蕊寧会大』掌術剛溌会に繍文』蝋襲鰯雫綴化ｼｽﾃﾑ』種白隠霞難"どに鍵褒
･共同研究会パンコレット（更新）

｡みんなの雑学:知っておきたい屋上緑化

･日本緑化工学会誌と日本遡築学会技術報告典に脆文投稿

，政策提言 ･政策提雷

･平成16年度報告書 ･平脱19年度報告書

平成15年度報告書･平成17年度報告書

(以後､鯛査成果は年度報告書に合冊）

･屋上緑化の心理的効果に関するCVM調査 ･ヘデラの単位面稲質湿測定潤査

･屋上緑化による衝繋音低減効果につい庭 ･想定街区における熱シュミレーション

･屋上排水屑の断熱効果調査 ･壁面傾斜屋根緑化実験

･屋上緑化の夏季における排水層による断熱的効果調査 ･技術評価に係る調査

･木遣迩築物屋上緑化断熱効果調査 ･屋上緑化にかかる柵造計算検討調査

，迩築物におけるLCA評価の概要の整理･確認 ･歴史資料についての年表整理

‘技術評価基準の見直し･荷挙げと小迩鍛に係る歩掛り調査

旧井桁屋百貨店解”研究鯛査｜
･WBGTによる都市の熱環境低減効果1口関する鯛査

･屋上緑化CO2固定効果調査

･傾斜屋根における鰹爾十壌の安定勾配に関する実験潤査 ･自転車駐車場緑化に関する検肘業務

･壁面緑化不具合調査

蔑懸灘鰐藤鶏鴬

･特殊録化製品禰報データベース ･特殊緑化に関する文献データベース

･持殊緑化成否情報データベースDVD 報告書検索デー 釘ベース作成

●都立広尾病院｢太隠の庭」 ●国際博覧会

内所」

●浜名湖花樽

愛:地球1W｢バイオランダ」 駁化*十会実験|●秋葉原駅前ミニ
場壁面録化ﾗーデン ●国営昭和配念公園｢浮遊の庭･総合案 ●大阪府立体駐醐

塾省｢屋卜庭間： ｢モザイクガーデン:

･第3回世界水フォ＋ラム｢水のEXPO などやフラワー＆ガーデニングショー

･屋上緑化フェアinさいたま
l

畷
○日経シンポジウム束京 ○日韓屋上緑化技術交流

（平成22年10月､東京）

’
鰯鴬蟹繍

○日弱厩_卜綴化技1

雫鵜驚’覇(平成18年5月、

○日経シンポジウム大阪
－－

ワォーラム･97 ･工ｺグﾘー ﾝﾃﾂ汐特別酬溺会ll

l欝灘i鰯鰯繍準
同吐谷71ﾗ民向け珊習会

lenSpaceoesainﾌｫー副ﾑ9．
－－

…鵬蓋篭羅鴬蕊
･UR都市住宅技術研究所見学会

．$瀧緑化技術交流会・特殊緑化技栃交流会

・若手技術者交流会

･特斑晶化技術交流会

･若手技術者交流会

.$識緑化技術交流会

‘壁面綴化鯛面梱学会

‘若手技術者交流会

･壁面緑化閥面枢学会･ビオトーブ型厨醗化見学会
I

･セダム屋上緑化見学会

･名古屋周辺の初期の屋上緑化事例調査 ･壁面緑化謁萱権学会

･関西地域の屋上緑化事例調査

壁薗儀斜屋槙見猿衝
･初期の犀_t顎化見学会

緑化見学会

･シテック

ド

展

･工コグリーンテック

･エコビルド

･建築建材展

･国漂閏雲睡

グリーンテック エコグリーンテック エコグリーンテック

聯砿醗？ 墓?…

馴
自一巳

E"製
霧露蕊農番’急露

20015

平成13年度
2002*1

平成14年農
2004年

平成16年度

2005年
平成17年度

2006年

平成18年度
2007年

平成19年農
2010年

平成22年度
2011年

平成23年腰

○特殊緑化共同研究宝

●運営委員会

･普及推進部等

･技術部差

○特殊緑化共同研究会

●運堂委員会

第一部会

（開発･研究､着及推進

筆三部会

(調査･企画プロジェクト

○特殊緑化共同研究会

●運営委員会

･企画開発部会

･関西研究部会

O特殊緑化共同研究壷

●迩堂委員ヨ

･成果整理活用部会

鯛査研究部会

○特殊緑化共同研究会

●迩溌委員会

･情報活用部ヨ

･鯛査研究部ョ



1998年
平成10年度

1999年
平成11年度

1996年
平成8年度

1997年
平成9年度

200

平成i;年次

○特殊緑《
共同研3

●運営委§

組織と研究体制

「乃
歩
歩

二
間
間

一
》
羅
耀

①
醐
醐弓

緬

マニュアノ’

出版と外部発信 癌
‐

|●屋上･壁面緑化技

L－‐一

●官民連携研究

･緑化空間創出の

○官民遮撫共同聯:緑化空間創出の『めの基盤技術の開発報告書(第2分冊）11

(第3分冊）

●綴化需要推尉

.録化推断隔嬰閲壷 として報告）
－

●研究会報告書｜
･平成3年度報告劃

●鯛査研究報告

研究報告等

(研究会資料）
の研究

ステム緑化装題試験植栽報告書

●淡路園芸学椋屋上緑11●股計･施工と効果計測等

●国営常陸海浜公固烏ヒェコプ

●国土交i

●国際交流と珊斌会

●願例発表会(酬演会） ･NeoGreenSpaceDesair

･NeoGrf
先導的事例や

役割の発揮
ユラル･レンダラーズ協会との協I

●技術研修会

･工コグリーンテック

煙ｺグﾘーﾝﾃﾂｸi副ロ
●展示会への出展等

J声7

･建築建材

･アーバンデザイン

●ｰもー､

K垂』．
●ｰもー､

K垂』．
認 ?癖

1994年

平成6年腰

1995年
平成7年腰

1991年

平成3年隈

1992年

平成4年催
1993̂

平成5年度

○特殊緑ｲ’

共同研究宝

●運営委員宝

○特殊緑化

共同研究会

●運営委員会

○特殊緑化技術W1発研究会(発冗

(官民巡鵬共同研究）

弛股翁土木研究剛

･将殊緑化技術会節

●遡営委員笛

･企画部会・総務企画部；

･装圃部会，股計施工部；

･空間部会・素材I川発部；

･システム側発部会

･植物側発部会

O特殊緑化共同研究会
(改組）

●通営委員会

○特殊緑ｲ！

共同研究会

●運営委員会

○特殊緑化

共同研究会

●運営委員会

●特殊緑化普及ノ

特殊緑化技術ノ

平成8年4月I

平成B年4月

●特殊空間線化昌

●Q＆Aシリーニ

●てびそ

●パンフレット1

●その他買料提供11

－ズ



圃十交通大臣賞

ほたるまち犀_t廃園

圃十蚕通大臣賞

MOZOワンダーシテ

環境大臣賞

実践学園中学･高等学校犀卜渥同

環境大臣賞

アサヒファシリティズ

技術研究センター

国士蚕通大臣賞

丸の内パークビル･三菱一号館

一号館広場

■これからの提案

●特殊緑化の普及と拡大

・公共施設(国･自治体)緑化の加速

・民有緑化施設の拡大と永続‘性の確保

……･｢緑化地域｣指定の動き

．｡…･･緑化施設の永続性確保

・緑化資材品質の確保…･…評価･認定制度の整備

・特殊緑化技術者養成…･…資格制度の普及･維持管理技術者の育成

・特殊緑化共同研究会のより一層の社会認知に向けた広報活動の実施

●都市･地域環境整備と特殊緑化の展開

・立‘体化･重層化する都市空間の緑地システム構築(都市緑地計画）

…･…都市環境(物理的環境条件･生物多様性

…･…都市景観･レクリエーション･防災

●建築･土木構造物と特殊緑化の融合

・高品質の建築･土木構造物緑化の実現のための建築･土木側との協働

・防水層など､緑化と構造体が関係する機造･スペックの確立

目士蚕通大臣賞

鹿児島市踊軌道数緑化

環境大臣賞

郁文館夢学園

環境大臣賞
独立行政法人放射線医学総合研究所

新治療研究棟

上空へ連続する壁面の緑

人工地盤や建築などの中空の蒜

｢地｣を形成する大地の豊かな緑

瞭 蝕Fn Ｉ
鮪,妻
傷李当

蟻
謬読

壷垂一lや1

篭ここに紹介した事例写真は、「犀上･壁面･特殊緑化技術コニ

クール」の大賞を受賞した事例です。このコンクールは、厘

上等特殊空間の緑化について、積極的に取組み優れた成果を

あげている民間企業・公共団体・個人等を顕彰することによ

り、屋上等特殊緑化空間の蹴上技術の一層の普及推進を図り．

もって都市環境の改善を進め、豊かな都市生活の実現に寄与

することを目的として、平成12年度より財団法人都市緑化

機構が毎年開催しているものです。

|■事務局(連絡先）
〒101-0021東京都千代田区外神田2-15.2新神田ビル8F

TEL.03-5256-7161FAX.03-5256-7164

URL:http://www.urbangreen.or.jp

E-mail:midori.info(5)urbangreen.or.ip

財団法人都市緑化機構

特殊緑化共同研究会


